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⾃動⾛⾏ロボットの社会実装によって想定される効果

 ⼈⼿不⾜解消
⇒「宅配クライシス」とも揶揄される物流現場における⼈⼿不⾜を⾃動⾛⾏ロボットによるラ
ストワンマイル物流の代替で解消できるのではないか。

 交通環境の向上
⇒配達⽤⾞両や配達⽤バイクの削減を通じ、渋滞緩和など、交通環境の向上に資するの
ではないか。

 ⽣産性向上
⇒極めて労働集約的な作業となっている台⾞等による配達をロボットで代替することによって、
⽣産性の向上が実現するのではないか。

 消費者利得の向上
⇒オンデマンド配送（場所・時間を消費者が⾃由に選べる配送）等が実現しやすくなること
により、消費者利得の向上も実現するのではないか。

等
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※上記、効果を測定するためにも事業化の核となるユースケースの設定が必須。
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社会実装に向けて官⺠協議会にて検討していくべき論点案

 安全性の確保・安全性の確保に当たっての役割分担の整理
⇒実証→データ・知⾒の蓄積→役割分担を検討の上、関係省庁におけるルールの⾒直しを
検討か

⇒ハードウェアとしての安全性、ソフトウェアとしての安全性など、どういった側⾯をもって安全性を
確保するか

 ユニバーサル性の確保（交通弱者への配慮）
⇒歩道を通⾏する⼦供、⾼齢者、⾝体障がい者等と共存し、活⽤されるインフラとなるために
社会受容性の向上を含めた必要な措置の検討が必要か

 マップ等のインフラの整備（協調領域の検討）

 事故時の法的責任分界点の整理（ドローンや⾃動運転の議論を参考とするか）
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